
禁忌（次の場合には使用しないこと）
クロルヘキシジン製剤に対して過敏症の既往歴のある者

※※２００５年１０月改訂（第６版）
※２００３年７月改訂（第５版）
貯法：密栓し、しゃ光して室温保存すること。
使用期限：容器又は外箱に表示

（使用期限内であっても開封後なるべく速やかに使用すること。）
必ずこの添付文書を読んでから使用すること。

【組成・性状】
１．組 成
１）成 分
マイクロシールド４は日本薬局方グルコン酸クロルヘキシジン液を２０％
（v／v％）［グルコン酸クロルヘキシジンとして４％（w／v）］含有する液剤で
ある。

※２）添加物
添加物としてポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル、ヤシ油脂肪酸
ジエタノールアミド、ヒドロキシエチルセルロース、pH調整剤、赤色１０２号
及び香料を含有する。

２．製剤の性状
本剤は淡赤色澄明な粘稠性の液体でわずかに特異なにおいがある。
pH：５．０～５．６

【効能又は効果】
医療施設における医師、看護婦等の医療従事者の手指消毒

【用法及び用量】
１．術前、術後の術者の手指消毒の場合
手指及び前腕部を水でぬらし、本剤約５mLを手掌にとり、１分間洗浄後、
流水で洗い流し、更に本剤約５mLで２分間洗浄をくりかえし、同様に洗
い流す。

２．１．以外の医療従事者の手指消毒の場合
手指を水でぬらし、本剤約２．５mLを手掌にとり、１分間洗浄後、流水で洗
い流す。

【使用上の注意】
１．慎重投与（次の場合には慎重に使用すること）
薬物過敏体質の者

２．副作用
同種同効品で調査された８０７例中２例（０．２５％）に手指の湿疹様発疹又は
手指の軽度掻痒感の副作用が報告されている。
１）重大な副作用
ショック：他のクロルヘキシジン製剤の投与によりショックを起こしたとの報

告がある。観察を十分に行い、悪心・不快感・冷汗・眩暈・胸
内苦悶・呼吸困難・発赤等があらわれた場合には、直ちに使用
を中止し、適切な処置を行うこと。

２）その他の副作用
過敏症：発疹等（０．１％～５％未満）があらわれることがあるので、このよ

うな症状があらわれた場合は使用を中止すること。

３．適用上の注意
１）手指消毒以外の目的には使用しないこと。
２）本剤の使用中に誤って眼に入らないように注意すること。眼に入っ
た場合には、直ちによく水洗すること。

４．その他の注意
グルコン酸クロルヘキシジン製剤の投与によりショック症状を起こした患
者のうち数例について、血清中にクロルヘキシジンに特異的なIgE抗体
が検出されたとの報告がある１）。

【薬物動態】
吸収・排泄
注：日本人における薬物動態についての成績は得られていない。
（海外での成績）
標識された５％もしくは４％グルコン酸クロルヘキシジン液を用いて、グルコ
ン酸クロルヘキシジンの吸収について検討した。
健常人５名の前腕部に１４Cで標識されたグルコン酸クロルヘキシジン液を塗
布し、３時間放置後、血中及び糞尿中の濃度を測定した。塗布６時間後及び
２４時間後の血中及び塗布後１０日間の尿中には１４C標識物質は検出されなか
ったが、塗布後１０日間の糞便中に２名に１４C標識物質が検出された（塗布量
の０．００９％以下）。
健常人１５名において４％グルコン酸クロルヘキシジン液を用いて手指及び腕
の消毒を１日５回、週５回の条件下、３週間行った。消毒３０分後に採血し分析
したところ、グルコン酸クロルヘキシジン及びその誘導体は検出されなかった。

【薬効薬理】
１．作用機序
比較的低濃度では、細菌の細胞膜に障害を与え、細胞質成分の不可逆
的な漏出や酵素阻害を起こし、比較的高濃度では細胞内のたん白質や
核酸の沈着を起こすことにより、抗菌作用（殺菌作用）を示す２），３）。

２．殺菌作用
本剤の各種細菌に対する最小発育阻止濃度は既存の４％グルコン酸ク
ロルヘキシジン製剤と同等である４）。

【有効成分に関する理化学的知見】
一般名：グルコン酸クロルヘキシジン液
化学名：１，１’-hexamethylenebis［５-（４-chlorophenyl）biguanide］digluco-

nate

化学構造式：

分子式 ：C２２H３０Cl２N１０・２C６H１２O７
性 状 ：本品は無色～微黄色の澄明な液で、においはなく、味は苦い。

本品は水又は酢酸（１００）と混和する。本品１mLはエタノール
（９９．５）５mL以下又はアセトン３mL以下と混和するが、溶媒の
量を増加するとき白濁する。本品は光によって徐 に々着色する。

比重 d２０２０ ：１．０６～１．０７

【取扱い上の注意】
１．経口投与しないこと。誤飲した場合には、牛乳、生卵、ゼラチン等を用
いて、胃洗浄を行うなど適切な処置を行うこと。

２．本剤を希釈せず、原液のまま使用すること。
３．本剤の付着した白布を次亜塩素酸ナトリウム等の塩素系漂白剤で漂白
すると、褐色のシミができることがある。漂白には過炭酸ナトリウム等の
酸素系漂白剤が適当である。

４．他の洗浄剤などと混ぜないこと。

【包 装】
５００mL

M４CM

日本標準商品分類番号
８７２６１９

承認番号 ２０９００AMY００１２９０００
薬価収載 対象外
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また、この添付文書の内容は改定される場合があります。
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